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1 998年2月に閉幕する長野冬季オリンピック競
技大会まで、ちょうど10 0 0目前となった5月14日、
『上小ごりんフェスティパノレ'95~ が開催されました。

らとみさ や ま

諏訪市の旧御射山遺跡と長野市若里のアイスホッケ-

A会場で採火された火は、上田市にも分けられ、上田

市スキースポーツ少年団員によって市内を矩火リレー。

上小地区の各市町村の矩火とともに、市民会館前で、

#:駕1i
5Nq以!J:TS

‘・‘1島、

一斉に矩火台に

このあと市民会館で行われたメ

2部では、真田陣太鼓の演奏、真田町出身のオリンじツ

ク選手(ク ロスカントリー) ・神津正昭さんのトーク

ショーや、子どもに人気のセーラームーンショーなど

も行われ、オリンピック・パラリ ンピックピック開催

にむけた気運を一気に高めました。



出し・返却など
の凶書館でも

上田市と丸子町、東部町、坂城町は、それぞれの公共図書館

をオンラインで結び、図書の貸し出し、返却などがどの図書館

でも自由にできる f上団地域公共図書館情報ネットワークjづ

くりに着手。今年12月の本稼働を予定しています。
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こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

4
市
町
の
参

加
図
書
館
の
蔵
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
し
て
、
共
同
利
用
す
る
も
の
で

す
。
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
を
上
田

市
立
図
書
館
に
設
置
し
、
各
館
の
端

末
機
や
利
用
者
用
検
索
機
な
ど
と
ア

ク
セ
ス
し
ま
す
。
ま
た
、

4
館
の
間

※点、線lま将来構懇

.
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に
は
、
本
の
配
送
の
た
め
の
巡
回
車

が
運
行
さ
れ
ま
す
H
図。

利
用
者
に
は
、
参
加
図
書
館
共
通

の
「
利
用
者
カ
ー
ド
」
を
発
行
(
現

行
の
貸
出
カ

l
ド
も
使
用
で
き
ま
す
)

し
、
ど
こ
の
図
書
館
で
も
貸
し
出
し
、

返
却
、
検
索
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
借
り
た
い
本
が

別
の
図
書
館
に
あ
る
場
合
は
、
出
向

[2 ] 
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ア
ー
チ
橋
と
し
て
日
本
一
の
長
さ

を
誇
る
(
仮
称
)
神
川
橋
。
そ
の
主

体
で
あ
る
ア
i
チ
が
、

6
月

m日
出

に
い
よ
い
よ
連
結
し
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
、
皆
さ
ん
か
ら
公
募
し
て
い
た

橋
名
の
命
名
を
行
い
、
地
域
の
財
産

と
し
て
の
橋
の
誕
生
を
、
地
元
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

上
田
市
が
協
賛
の
催
し
で
す
。

マ
と
き
/

6
月
四
目
的
午
前
日
時
j

午
後
3
時

マ
と
こ
ろ
/
上
信
越
自
動
車
道
(
仮

称
)
神
川
橋
工
事
現
場
内

マ
内
容
/①
連
結
現
場
体
験
ツ
ア
ー

(
連
結
し
た
ア
ー
チ
を
間
近
で
見
学

で
き
ま
す
)
②
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー

(
後
日
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
に
し
て
、

橋
脚
部
に
埋
蔵
し
ま
す
)
③
橋
上
結

婚
式
(
県
内
の
カ
ッ
プ
ル
が
ア
l
チ

の
連
結
す
る
日
に
ち
な
ん
で
挙
式
を

行
い
ま
す
)
④
テ

l
マ
パ
l
ク
ハ
上
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「上問地域公共闘書館情報ネットワークシステムjの愛称と「利

用者カード」のデザインを、ト¥?己のとおり、市民の特さんから広く

募集します。たくさんのご応非をお待ちしています。

1愛称

( 1 )専用の応募用紙または郵便はがきで応募してくださL、
(2)応募期限は6月30日(金)の消印までです。

(3)はがき

《表> r〒386 上田市材木町 1-2 -47 
図書館]行

《裏》①愛称/②理由/③住所/④氏名/⑤年齢/⑥性

別/⑦電話番号

(4)応募用紙、応募箱は次の場所に設置します。

上111tlj立図書館、丸f町也金子図占館、点部町図書館、
坂城町立図書館、上milj・丸子町・東部町・坂城町各教
育委日会事務局

2利用者カードのデザイン

(1)専用の応募用紙 (A5判サイズ、横書き、

いてくださL、。

( 2 )応募期限は6月30日(金)の消印までです。

(3)応募用紙、応募箱は次の場所に設置します。

1: IU tlj"，[図書館、丸子町江金子図占館、*部町図書館、
坂城町立図書館、 k山rlj・丸子町・'*部Illr・坂城町各教
育委u会事務局

3その他

( 1 )入選されたかたの中から、優秀賞、佳作を選出し、

品をお送りします。

(2)発表は、決まりしだい「広報うえだ」でお知らせします。

.問い合わせ/上田市立図書館(材木町 1-2 -47・ft@0880)

い
た
阿
川
館
に
予
約
し
て
お
く
と

2

1
3
日
後
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

保
存
の
分
抱
体
制
に
よ
る
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
特
色
あ
る
図
押
館
づ
く

り
な
ど
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
図
書
館
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
将
来
的
に
は
県
立
図
#
民
臨
ア
l

夕
べ

i
ス
と
の

ア
ク
セ
ス
、
長
野
大

学
な
ど
の
大
学
制
代
行
館
、
小
中
学
校

図
占
館
な
ど
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

置
問
い
合
わ
せ
市
立
図
書
館
(
宮

@
0
8
8
0
)
 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ

り
、
利
用
可
能
関
川
数
は
約
お
万
附

と
飛
蹴
的
に
増
大
し
、
貸
出
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
通
勤
・
通
学
な
ど
の
生

活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
図
書
館
利

用
の
拡
大
、
専
門

S
な
ど
の
収
集
、

上田市立

カラー)に書

記念

抗
感
円
動
市
道
コ
ー
ナ
ー
、
神
川
橋

コ
ー
ナ
ー
、
ト
ン
、
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー、

宇
宙
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
展
示
)
⑤
連

結
式
(
却
の
ア
l
チ
が
連
結
す
る
最

後
の
瞬
間
に
な
り
ま
す
〉
⑥
命
名

(
約
1
2
0
0
通
の
応
非
の
小
か
ら

橋
の
名
前
が
選
ば
れ
ま
す
)
①
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト

(
ア
ニ
メ
・
セ
ー
ラ
ー

ム
l
ン
の
主
題
歌
を
歌
う
朝
川
ひ
ろ

こ
さ
ん
に
よ
る
シ
ョ

l
)
⑧
農
産
物

の
即
売

(
J
A
信
州
う
え
だ
)

-
問
い
合
わ
せ
/
交
通
対
策
蝶

(内

線
1
5
6
3
・1
5
6
4
)

[3 J 7 6. 広報うえ定7.



〈司

今
か
ら
四
百
年
ほ
ど
前
、
上
回
か
ら
松
本
へ

の
保
福
寺
道
が
整
備
さ
れ
山
麓
に
あ
っ
た
浦
野
、

入
掲
舗
、

中
馬
越
の
築
様
が
そ
の
沿
道
に
移
さ

れ
ま
し
た
。

ま

ご

ぜ

移
住
し
た
三
つ
の
集
落
は
馬
越
村
と
名
付
け

ら
れ
保
福
寺
道
の
宿
場
と
な
り
ま
し
た
が
、
宿

場
は
浦
野
宿
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
村
名
が
宿
場

の
名
に
な
ら
な
か
っ
た
珍
し
い
例
だ
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
理
由
は
大
宝
二
年

(七
0
二
)
に

う
ら
@
の
う
e
Z
A
V

新
東
山
道
の
浦
野
駅
が
こ
の
あ
た
り
に
白
か
れ
、

そ
の
駅
名
が
古
代
か
ら
広
く
知
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
浦
野

駅
の
推
定
地
は
古
木
村
の
大
法
寺
西
南
付
近
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

か
の
子
字うろ
良らと
野町
の寝
山ず
にゃ
な
月り
片な
寄む
る
もは

『同

卜』ず

薄1

こ
の
万
葉
歌
碑
が
昭
和
五
十

一
年
、
浦
野
に

建
立
さ
れ
た
の
は

「字
良
野
」
が
浦
野
の
地
で

(4] 

存
の
叙
勲
5
人
が
晴
れ
の
受
章-R
-
R
-
R
7
 

政
府
は
、
平
成
7
年
春
の
叙
勲
受
章
者

(
4
月
却
日
付
け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。

6

上
田
市
で
は
、
次
の

5
人
の
か
た
が
受
章

ア

さ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略
)

臼

マ
勲
四
等
姐
日
小
綬
章

・
堀
謙
三

〈花

宣

政

・
新
聞
)
金
同
背
来
卸
売
市
場
協
会
会

鴻

長

マ
勲
五
等
双
光
地
日
品川中・

竹
内
義
憲

4

(叫
歳

・
上
手
)
元
ヒ
田
市
議
会
議
員

マ
勲
五
等
瑞
宝
章

・
飯
島
英
子

(
竹
歳
・

築
地
)
保
護
司
マ
勲
五
等
瑞
宝
章

・
渡

辺
惣
承

(花
歳
・
浦
野
)
元
特
定
郵
便
局

長

マ
勲
七
等
背
色
桐
薬
草

・
宮
崎
春
治

(均
歳

・
み
す
ず
台
南
)
元
長
野
県
苦
情
H

Hμ
ト

uu

立
円
全
岨
円

• 

知
事
表
彰
5
人
が
喜
び
の
受
賞-R-R-R 

県
は
、
平
成
7
年
の
知
事
表
彰
者

(5
月
3
日
付
け
)
を
発
表
し
ま
し
た
。

上
田
市
で
は
、
次
の

5
人
の
か
た
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

(

敬
称
略
)

マ
小
笠
原
光
三

(
印
歳

・
北
大
手
)
産
業

功
労

(長
野
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
理

事
)

マ
田
中
一
郎

(
九
歳

・
末
広
町
)

産
業
功
労
(
前
長
野
県
紙
器
工
業
組
合
理

事

長

)

マ
西
沢
貞
二

(η
歳
・
中
之
条
)

社
会
福
祉
功
労
(
長
野
県
民
生
児
童
委
員

協
議
会
会
長
)

マ
田
中
晃
美

(印
歳

・

鈴
チ
)
消
防
功
労

(元
長
野
県
消
防
協
会



• あ
る
と
い
う
有
力
な
説
に
よ
る
も
の
で
し
た。

「
か
の
子
ろ
」
は
男
が
思
い
を
寄
せ
て
い
る

女
性
の
こ
と
で
、
恋
の
終
わ
り
の
予
感
が
夜
明

け
前
の
浦
野
の
風
景
と
か
さ
ね
ら
れ
て
見
事
に

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
名
辞
典
は

「字
良
野
の
山
」
は
子
栂
嶺
岳

か
滝
山
を
指
す
と
推
定
し
て
い
ま
す
が
、

『
長

野
県
町
村
誌
』
の

「馬
越
村
」
の
項
に
浦
野
山

は

「村
の
北
の
方
、
本
村
の
諸
山
を
云
う
、
薄

の
名
所
な
り
」
と
い
う
興
味
深
い
記
述
が
あ
り

ま
す
。
万
葉
歌
碑
の
前
に
立
ち
ま
す
と
、
こ
の

浦
野
山
も
歌
の
情
景
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

さ
て
、
保
福
寺
道
は
松
本
街
道
、
浦
野
道
と

カメラスケッチ

も
言
い
ま
す
が
、
松
本
方
面
で
は
江
戸
道
、
江

戸
街
道
な
ど
と
呼
ぴ
、
早
朝
に
松
本
を
立
っ

た

参
勤
交
代
の
行
列
が
浦
野
宿
で
宿
泊
す
る
習
わ

し
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代
の
こ

の
街
道
は
多
く
の
旅
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
が、

米
、
酒
、
薪
、
た
ば
こ
、
絹
、
塩
、
瀬
戸
物、

魚
な
ど
の
諸
物
資
も
数
多
く
運
ば
れ
、
浦
野
は

め

明
治
の
初
年
ご
ろ
ま
で
栄
え
ま
し
た
。

J
ロ

今
も
そ
の
面
影
を
と
ど
め
る
家
並
が
残
り
、

ゃ

本
町
に
祭
ら
れ
て
い
た
立
派
な
市
神
(
現
在
は

図

出
浦
の
国
道
一

四
三
号
線
沿
い
に
遷
宮
)
も
、

内

商
業
と
旅
客
で
繁
栄
し
た
浦
野
を
偲
ば
せ
て
く

案

れ
ま
す
。

(

平
野
勝
重
)
.

* *_d 
大開

通

向
(1 
て
着 北陸新幹線五里ケ峯トンネル (上回・坂城

々古エ区7.1km)の貫通式が4月26日に行われま
と長した。上国側では、 竹下市長と鉄建公団の小

森北陸新幹線建設局長が発破のボタンを押し

て貫通。通り初めをして貫通を祝いました。

市K

!L、
っ
そ
つ
の
柑
互 2月に友好交流都市撞携を結んだ、中国語

親が市から、楊雄鷹さんと王開栄さんが農業研

委長修生として訪れ、 4月27日に竹下市長を表敬

F 訪問しました。ニ人は今後 1年間、 農業パイ

オセンターで花き栽培などを研修します。

副
会
長
)

マ
久
保
田
高
冬

(臼
歳
・
下

室
賀
)
建
設
事
業
功
労

(長
野
県
建
築
士

事
務
所
協
会
副
会
長
)

-EJL Rム叫にマ1
・・rJ11山 J四.I 0) 1長謡、もnArjßIぬ~百六F宅三 |•• FJ;-3号J回押ぢ¥翌日I
..き?と三三重窒Eー『

* Z五
月
の
豆島
円。u
，::s:;.. 

^ 
カ すがすがしい天気となった5月5日。上回

強主城跡公園一帯では 「第24回こどもまつり」が

く長開催され、家族連れでにぎわいました。陸よ

競技場では、長ぐっ投げ競技やグランドゴル

フが行われ、元気な歓声があがっていました
6月は環境月間

7 6. 広報うえだ7.(5 ] 



わ
た
し
た
ち
の
周
り
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
商
品
の
な
か
で
、
環
境
負
荷

が
少
な
い
な
ど
、
環
境
保
全
に
役
立

つ
と
認
め
ら
れ
る
商
品
に
つ
け
ら
れ

て
い
る
マ

l
ク
が
『
エ
コ
マ

l
ク
』

で
す
。
多
く
売
ら
れ
て
い
る
商
品
の

な
か
で
も
、
他
の
も
の
に
比
べ
て
製

造
、
使
用
、
廃
棄
な
ど
に
よ
る
環
境

へ
の
配
慮
が
さ
れ
て
い
る
商
品
に
エ

コ
マ

l
ク
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
コ
マ

l
ク
と
は
、
回
コ
丘
町
S
B
S
F

図書館8⑫o8 8 0 

.エプロン百科

環
境
守
る
暮
ら
し
を
提
案

用
途
は
広
く
種
類
も
豊
富

(
環
境
)
と
】
E

A
Y

(
地
球
)
の
頭
文

字
で
あ
る
「

e
」
が
人
の
手
と
な
っ

て
、
地
球
を
や
さ
し
く
包
み
込
ん
で

い
る
デ
ザ
イ
ン
で

「
私
た
ち
の
手
で

地
球
を
、
環
境
を
守
ろ
う
」
と
い
う

気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す

H
図
。
エ

コ
マ

l
ク
は
環
境
庁
の
要
請
を
受
け

て
、
公
益
法
人
の
日
本
環
境
協
会
が

行
っ
て
い
る
制
度
で
す
。

エ
コ
マ
1
ク
商
品
を
買
う
こ
と
は
、

だ
れ
に
で
も
で
き
る
環
境
に
や
さ
し

い
行
動
の
第
一
歩
。
多
く
の
人
が
エ

コ
マ

l
ク
商
品
を
買
う
よ
う
に
な
れ

ば
、
商
品
を
提
供
す
る
企
業
な
ど
で

も
、
環
境
に
や
さ
し
い
商
品
を
も
っ

と
増
や
し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

商
品
数
は
約
2
6
0
0

エ
コ
マ
ー
ク
は
次
の
よ
う
な
商
品

に
つ
い
て
い
ま
す
。

マ
緑
を
守
る
た
め
に

古
紙
再
生
パ
ル
プ
を

1
0
0
%使

用
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な
ど

マ
水
を
汚
さ
な
い
た
め
に

台
所
流
し
台
の
水
切
り
用
品
、
廃

油
の
吸
収
剤
、
ろ
過
器
な
ど

マ
空
気
を
汚
さ
な
い
た
め
に

フ
ロ
ン
回
収
装
置
、
太
陽
熱
を
利

用
す
る
給
湯
シ
ス
テ
ム
な
ど

マ
繰
り
返
し
使
う
た
め
に

詰
め
替
え
容
器
、
布
製
お
む
つ
な

シ」

女が愛した女たち…...・H ・..…...・H ・..阿部ひろみ

ハーブさえあれば...・ H ・H ・H ・..…...・ H ・..北村光世

ブラック・マライア…ジェイR・ポナンジンガ

日本にとってアメリカとは何か…栗本慎一郎他

寅つてはいけない化粧品・-……-……・・・紛瀬俊介

母と娘でいいたい放題...・H ・H ・H ・..…中村メイコ

武石村往診B~G. ....... ・H ・....・H・....・H・..矢島嶺

医療の現場で考えたこと…...・H ・...・H ・-徳永進

大江健三郎の八0年代・....................複本正樹

孫娘からJtた激石...・H ・..松岡陽子マックレイン

永い眠りにつく前に...・H ・..エリザベス ・パーグ

光源氏の人間関係・....................・・・・・・島内景ニ

処刑室…...・H ・.....・H ・..……ジョン・グリシャム

生きてきて、いま...・ H ・.....・ H ・H ・H ・..…安西篤子

いつか森の中で...・H ・.....・H ・..…………草薙渉

盗まれて...・H ・.....・ H ・.....・ H ・.....・H ・..…今邑彩

父と子の荒野・…....・ H ・-…....・ H ・....・ H ・-小林久三

ニ・二六事件雪降リ止マズ…....・H ・....折目朋美

環境論を批判する…・・・・・・・・・・…・・・・・…東京文庫綴

子どもの学びを採る……リチヤード・ホワイ卜

気がつけlまあなたも文重量の途人……・・板垣君主介
統計情報論・..............................・・・・・大屋祐雪

思いっきりステンシル...・H ・H ・H ・..…斎藤敏子イ也

事事星の木星衝突を追って...・H ・......・H ・-渡辺潤ー

なぜ人は枕をするのかい H ・H ・...・ H ・..…・加藤勝也

しゃべる務あそぶ誇聞こえる詩…波瀬満子

ぺルー蟹気楼紀行・・・....................・・・・立松和平

僕がいない日には…...・H ・.....・H ・..……秋元康

こ
の
ほ
か
に
も
、
資
源
を
有
効
利
引

用
す
る
た
め
や
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
す
{

す
め
る
た
め
の
製
品
、
自
然
に
か
え

り
ゃ
す
く
す
る
た
め
の
製
品
な
ど
、

エ
コ
マ

1
ク
の
認
定
を
受
け
た
商
品

は
約

2
6
0
0
点
に
達
し
て
い
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

1
3
9
0
)

7 6. 広報うえだ7.

九
不
用
口
聞
に
な
っ
た
も
の
、
ほ
一

一
し
い
も
の
が
あ
り
ま

k~ら、
一

一
生
活
環
境
諜
(
内
線
1
3
9
一

一0)
へ

ご

連

絡

を

。

一

6
月
1
日
か
ら
、
不
用
品
の
登
録
は
無

料
の
も
の
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
で
に
登
録
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
登
録
日
よ
り
6
か
月
聞
は
そ
の
ま
ま

登
録
し
ま
す
。

マ
入
学
式
用
服

(
女
の
子
周

・
ピ
ン
ク
)

マ
マ
タ
ニ
テ
ィ

l
ド
レ
ス
(
夏
用
、
秋



高め合う
ために今…
りよ

今
後
も
よ
り
高
め
合
っ
て

基
本
的
人
権
じ
つ
い
て

人
の
姿
や
生
き
方
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
っ
て
も
、
幸
せ
に
い
き
た
い
と
い

う
願
い
は
皆
同
じ
で
す
。

健
康
で
長
生
き
が
し
た
い
。

楽
し
く
働
い
て
、
心
豊
か
に
暮
ら

し
た
い
。

お
互
い
に
理
解
し
あ
い
、
尊
敬
し

あ
っ
て
生
き
た
い
。

こ
れ
ら
は
、
わ
た
し
た
ち
み
ん
な

の
願
い
で
す
。
こ
の
よ
う
な
人
間
と

し
て
当
然
の
願
い
は
、
侵
す
こ
と
の

で
き
な
い
権
利
、
い
わ
ゆ
る
基
本
的

|表現の自由の問題について I

人
権
と
し
て
、
国
民
す
べ
て
に
保
障

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

差
別
の
現
実
じ
目
を
向
け
て

し
か
し
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
撤
廃
が
国
民
的
課

題
と
明
記
さ
れ
て
か
ら
四
半
世
紀
を

経
過
し
て
い
ま
す
が
、
現
実
に
人
権

が
侵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ

り
ま
す
。

学
習
の
成
果
も
着
々
と

ま
た
、
同
和
教
育
が
マ
ン
ネ
リ
化

し
て
い
る
と
い
う
指
摘
も
さ
れ
て
い

........f外国人』と『外人』の違い~

外国人という表現

…外人くガイジン〉ということについて

「外人Jという言葉はもともと差別性をもっ
た言葉であり、特定な人を排除する働きをもっ

ています。「外人」と呼ばれて不快感を覚え

る人はたくさんおります。相手の立場に立っ

た正確な言葉遣いをしたいものです。 また、

わたしたちの意識の中に一部の国の人びとに

対して優越感をもったり、蔑視したりする気

持ちはないでしょうか。そのことが人種差別、

民族差別の意識に向かう第一歩です。

ま
す
。
し
か
し
、
速
度
は
緩
や
か
で

あ
っ
て
も
、
人
び
と
の
心
の
中
に
人

権
を
尊
ぶ
こ
と
や
、
人
間
を
大
事
に

す
る
意
識
や
行
動
が
育
ち
つ
つ
あ
る

こ
と
も
事
実
で
す
。

さ
ら
に
市
民

一
人
ひ
と
り
が
自
主

的
、
主
体
的
に
日
常
生
活
に
浸
透
し
、

定
着
す
る
た
め
の
取
り
組
み
の
中
で
、

一
人
ひ
と
り
が
高
め
あ
い
、
人
権
が

尊
重
さ
れ
る
地
域
づ
く
り
に
、
と
も

ど
も
学
習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

. ((番参考》 ・

園広辞苑から

外人z 仲間以外の人、疎遠な人、敵視すべ

き人、外国人、異邦人

.新国語辞典

外人=く参考〉外国人によっては、差別的

な言い方として嫌う傾向がある

「やさしさj
差別的な表現に対して問題にするのは、言

葉そのものが問題ではなく、 言葉の背後にあ

る人聞をさげすむ思想や、人間としての生き

方を問題にしているのです。また「傷つく人

がいるからj差別的表現を使ってはし、けない

のでなく 「傷つく人」に配慮する自分の「や

さしさJとは何か。自らは決して「傷つかな
い場Jに身を置いている安心感なのではない
でしょうか。傷つけているのはだれなのか見

据えていきたいと思います。

今、世界をあげて人権問題が強調されてい

る中で、わたしたち一人ひとりが同和問題に

ついていっそうの理解を深めるとともに、憲

法に保障された基本的人権に関わる同和問題

を21世紀まで残さないためにも市民総ぐるみ
で取り組みたいと思います。

って?

i
務
用
}
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー
シ
l
ト

マ
都
市
ガ
ス
用
瞬
間
湯
沸
か
し
器
(
古
い

も
の
)

マ

ス

ト
ー
ブ
ガ
l
ド

マ
学
習

机
マ
ふ
ろ
一
式
(
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
)

マ
楠
木
鉢
(
菊
用
)
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ

マ
ベ
ッ

ド
(
シ
ン
グ
ル
、
セ
ミ
ダ
ブ
ル
、

折
り
畳
み
式
)
マ
古
本
(
「
今
回
の
料

理」

2
年
分
)
マ
編
み
繊
マ
み
つ
ま

た

・
く
わ
マ
せ
と
も
の
台
所
用
品

マ
ベ

ヒ
l
カ
l
シ
1
ト

マ
歩
行
器

マ
ベ
ビ

l
パ
ス

マ
ベ
ビ

l
キ
ャ
リ
ー

マ
ベ

ビ
ー
カ
ー

(
双
子
用
)
マ
湯
沸
か

し
器
(
都
市
ガ
ス
用
)

マ

ふ

ろ

一

式

(
都
市
ガ
ス
用
〉
マ
ス
チ
ー
ル
机

(左

側
の
片
袖
H
障
害
者
の
か
た
が
使
用
)

マ
食
卓
テ
ー
ブ
ル

(
7
人
が
け
用
)
マ

鳥
か
ご
マ
マ
ン
ド
ラ

マ
和
琴

マ
キ
ー

ボ
ー
ド
マ
ヱ
レ
ク
ト
l
ン
マ
洗
濯
機

人権同和対策課(内線1372).問い合わせ

[ア] 7 6. 広報うえだ7.



テーブル情報話霊童重曹翠盛鍾霊?
国立東信病院では、寝たきりの人や体の不自由な人を、家

庭で誰でも介護できるよう、やさしい介護教室を聞きます。
どなたでもお気軽に参加ください。

マとき 6月16日幽午後2時-3時30分マ内容体の動
かし方と介護用品の工夫(身近にある物を使って介護用品を
作る) マ参加費無料マ持ち物筆記用具マその他

スカートを避け、身軽な服装でどうぞマ問い合わせ 国立
東信病院(岱@1890内線20 3) 

長
野
大
学
公
開
講
座

積
極
的
に
ご
参
加
を

••• 
マ
と
き

6
月
口
日

ω午
後
2
時

か
ら
4
時
加
分
ま
で
マ
と
こ
ろ

長
野
大
学
1
0
2
番
教
室
マ
テ
ー

マ
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
信
州

経
済
」
マ
講
師
桜
田
俊
男
さ
ん

(
長
野
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事
)
・

北
沢
博
さ
ん
(
長
野
大
学
客
員
教
授
・

朝
日
大
学
教
授
)
マ
受
講
料
無

料
マ
問
い
合
わ
せ
長
野
大
学
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(
包
⑮
0
0
0
7
)

お
出
か
け
く
だ
さ
い

創
造
館
6
月
の
催
し

••• 
.
 親
子
映
画
会

マ
と
き

6
月
3
日
出
・
4
日
間

(
午
前
叩
時

1
・
午
後
2
時
叩
分

i
)

マ
上
映
作
品

「不
思
議
の
国
の

ア
リ
ス
」
(
上
映
時
間
・
:
汎
分
間
)

マ
参
加
費
無
料

マ
定

員

各

回
別
名
(
先
着
順
)

.
第
2
土
曜
日
科
学
実
験
室
開
放
の

催
し

「い
ろ
い
ろ
な
細
胞
」

マ
と
き

6
月
刊
目
的
午
前
日
時

i
午
後
3
時
マ
対
象
小
中
学
生

マ
そ
の
他
正
午
ま
で
質
問
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
マ
参
加
費
無
料

-
上
回
創
造
館
開
館
叩
周
年
記
念

『第
8
固
な
が
の
陶
芸
展
明
」

マ
と
き

6
月
口
日
出
i
同
初
日

働
午
前
9
時
i
午
後
4
時
加
分
(
最

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
〉

マ
入
場

料

無

料
信
州
口

l
ド
観
察
隊
員

事
故
の
防
止
や
意
見
を

••• 
県
で
は
、
道
路
の
異
常
(
落
石
、

穴
ぼ
こ
、
路
肩
の
崩
壊
な
ど
)
の
通

報
ゃ
、
道
路
行
政
に
つ
い
て
の
意
見

や
提
案
を
い
た
だ
き
、
事
故
な
ど
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

信
州
ロ

l
ド
観
察
隊
員
〈
上
岡
市
4

人
)
を
募
集
し
ま
す
。

マ
対

象

国

道
・
県
道
を
刺
用
す

る
機
会
が
多
い
人

マ
申
し
込
み
期

眼

6
月
初
日
働
ま
で
マ
問
い
合

わ
せ
市
役
所
土
木
諜
(
内
線
1
5

9
2
)
 

国
際
交
流
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
養
成
講
座
」

••• 
実
践
的
な
会
話
力
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
精
神
を
身
に
つ
け
て
も
ら
お
う
と
、

長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
登
録
者
な
ど
を
対
象
に
、
次
の
講

座
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。
受

講
料
は
無
料
(
教
材
費
実
費
)
。
申
し

込
み
は
、

6
月
日
目
的
ま
で
に
県
庁

国
際
課
(
岱
0
2
6
2@
7
1
8
8
)
、

地
方
事
務
所
総
務
課
(
宮
@
1
2
6

0
)
へ
ど
う
ぞ
。

-
国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
(
基
本
的
な
会
話
力
の
養
成
)

マ
内
容
語
学
研
修
:
英
語

・
フ
ラ

ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
・
ス
ペ
イ
ン
語
・

ロ
シ
ア
語

・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、

1
回

2
時
間
で
年
間
初
回
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
研
修
:
・
年
間
2
回
マ
会
場
上

田
市
ほ
か
県
下
8
か
所

-
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

マ
内
容

語
学
研
修
・:
英
語
・
フ

ラ
ン
ス
語
・
ド
イ
ツ
語
、
-
回
2
時

間
で
年
間
M
回

マ

会

場

上

田

市

ほ
か
県
下
9
か
所

水
引
物
語

i
水
と
川

へ
の
夢
や
ア
イ
デ
ア

[8 ) 7 

••• 
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
で
は
、

「
水
引
物
語
i
雨
か
ら
海
ま
で
、
水

と
川
の
幻
世
紀
」
と
題
し
、
水
と
川

に
関
す
る
夢
や
ア
イ
デ
ア
の
、
作
文
・

絵
・
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

マ
部
門
一
般
部
門
(
凶
歳
以
上
)
、

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
(
四
歳
以
下
)
マ

応
募
方
法

①
作
文
・
:
4
0
0字
詰

め
原
稿
用
紙
叩
枚
以
内

(
ワ
ー
プ
ロ

原
稿
も
可
)
②
絵
・
イ
ラ
ス
ト
・:

B
4
1
B
2
サ
イ
ズ
で
、
描
き
方
は

自
由
(
簡
単
な
説
明
文
を
添
付
)
、

作
品
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
(
学
校
名
・
学
年
〉
、
電
話
番
号

を
明
記
し
、
作
品
に
添
付
。

マ
応

募
締
め
切
り

6
月
初
日
掛
(
当
日

消
印
有
効
)

マ
そ

の

他

人
賞
作

品
に
は
大
賞
ほ
か
賞
金
賞
品
を
贈
呈

マ
問
い
合
わ
せ
建
設
省
北
陸
地

方
建
設
局
河
川
計
画
課
(
包
0
2
5
1

2
6
6
1
1
1
7
1
)
、
建
設
省
千

曲
川
工
事
事
務
所
調
査
課
(
包
0
2

6
2
@
9
4
3
4
)
 

6. 広報うえだ7.

夢やアイディアを募集

鮪医療・生活相談会うな?21?盟諸認:亡す時



議長に上原さん
副議長に今井さん

5
月
時
目
、
市
議
会
臨
時
会
が
聞
か
れ
、

員
の
選
任
同
意
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
議
長
に
は
上
原
憲
さ
ん
、
副
議
長
に
は
今
井
正
昭
さ
ん

が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
監
査
委
員
に
は
、
矢
島
昭
八

さ
ん
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

神
職
、
市
議
4
期
、
町
歳
、

諏
訪
形

監査委員

矢島昭八さん

宅
建
業
、
市
議
3
期
、
引
歳
、

久
保
林

正
副
議
長
選
挙
、

監
査
委

常
任
・
特
別
委
員
会

市
議
会
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員

会
の
構
成
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長

-
常
任
委
員
会

任
期
は
2
年

マ
総
務
文
教
委
員
会

。
小
宮
山
仁
、

O
倉
沢
俊
平
、
柄

沢
荘
て
井
出
康
生
、
田
中
正
雄
、

成
沢
捨
也
、
高
速
和
秋
、
石
川
美
和
子

マ
産
業
経
済
委
員
会

。
手
塚
克
巳
、

O
武
藤
弘
、
丸
山

正
明
、
井
出
実
、
石
川
幸
、
小
池
霊

徳、

今
井
正
昭
、

小
山
正
俊

マ
厚
生
委
員
会

。
川
上
清
、

O
土
屋
陽

一
、
成
田

守
夫
、
南
雲
典
子

、

藤

原

信

て

金

井
忠

一
、
小
泉
連
夫
、
甲
田
定
男

マ
建
設
水
道
委
員
会

。
福
沢
正
章
、

O
塚
田
基
男
、
上

原
憲
、
宮
下
昭
夫
、
矢
島
昭
八
、
土

屋
勝
利
、
桜
井
啓
喜
、
石
井
重
義

-
特
別
委
員
会

任
期
は
・
申
し
合
わ
せ
に
よ
り
2
年

マ
国
道
バ
イ
パ
ス
特
別
委
員
会

。
石
川
幸
、

O
石
川
美
和
子
、
上
原

態
、
今
井
正
昭
、
柄
沢
荘
一
、
土
屋

陽
て
石
井
重
義
、
小
宮
山
仁
、
井

出
実
、
高
速
和
秋
、

マ
高
速
自
動
車
道
対
策
特
別
委
員
会

。
倉
沢
俊
平
、

O
塚
田
基
男
、
上

原
窓
、
今
井
正
昭
、
丸
山
正
明、

土

屋
陽
て
土
屋
勝
利
、
川
上
清
、
井

出
実
、
金
井
忠
一

マ
地
域
医
療
対
策
特
別
委
員
会

。
小
池
重
徳
、

O
南
雲
典
子
、
上

原
態
、
今
井
正
昭、

宮
下
昭
夫
、
手

塚
克
巳
、
福
沢
正
章
、
甲
田
定
男
、

武
藤
弘
、

桜
井
啓
喜
、
藤
原
信

一

マ
新
幹
線

・
駅
周
辺
整
備
対
策
特
別

委
員
会
。
成
沢
捨
也
、

O
田
中
正
雄
、
上

原
憲
、
今
井
正
昭
、
成
田
守
夫
、
手

塚
克
巳
、
小
泉
速
夫
、
井
出
庫
生
、

小
山
正
俊
、
矢
島
昭
八
、
高
速
和
秋

議
会
運
営
委
員
会

任
期
は
2
年

議
会
運
営
委
員
会
委
員
が
、
次
の

と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長

。
高
遠
和
秋
、

O
藤

原

信

て

成

田
守
夫
、
宮
下
昭
夫
、
石
川
幸
、
甲

固
定
男
、
武
藤
弘
、
南
雲
典
子

[9 ] 

簡
易
保
険
・
郵
便
年
金

厚
生
年
金
・
国
民
年
金

積
立
金
還
元
融
資

市
が
平
成
6
年
度
に
箇
器
穣
・

郵
便
年
金
お
よ
び
厚
生
一
年
金

・
国

民
年
金
積
立
金
還
元
融
資
を
受
け

て
行
っ
た
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す。-
簡
易
保
険
・
郵
便
年
金
積
立
金

マ
内
堀
団
地
公
営
住
宅
建
設
事

業
マ
住
宅
新
築
資
金
貸
付
事
業

マ
住
宅
改
修
資
金
貸
付
事
業

マ
宅
地
取
得
資
金
貸
付
事

業

マ

東
小
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
建
設
事
業

マ
三
中
部
室
建
設
事
業
マ
公
共

下
水
道

事

業

マ

北
陸
新
幹
線
建

設
事
業

-
厚
生
年
金

・
国
民
年
金
積
立
金

マ
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業

6. 1 広報うえ定7.



(主催者の都合により変更する渇合があります)

f上田市海の家』廃止します
長年にわたり開殴してきた上越海岸3か所の
「海の家Jは、社会情勢の変動などにより、利
用者が減少したため、今年から廃止します。

マ問い合わせ 生活環境課(内線13 9 0) 

-二の丸1-2・8⑫0762

月日 催し 時間 入場方法 問い合わせ

6/悩lf 津軽ひろ子会国横断 14:00 無料
03-3797-

りサイタル 18:30 5006 

18 上田市民吹奏楽団
14:00 有料 @5259 (日) 定期演奏会

23 
濠あや子コンサート

14:00 
有料
026 2 

届包 18:30 @4569 

市民会館

人
権
擁
護
委
員
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
?

••• 

-材木町1-2-3・ft@0760文化会館

6
月
1
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
お
年
に
政
令
に
基
づ
い
て
人

権
擁
護
委

μ制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌

例
年
6
川
1
H
に
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
民
の
基
本

初
火

的
t
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
、
い
わ
ば

民
間
人
に
よ
る

「
人
橋
の
番
人
」
の

機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が

人
権
擁
護
委
員
制
度
で
す
。

い
じ
め
、
体
罰
、
不
登
校
児
な
ど

子
ど
も
を
め
ぐ
る
人
権
問
題
が
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人
権
を
積
極

的
に
擁
護
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
全
凪
人
権
擁
護
委
口
述

合
会
で
は
、

「
子
ど
も
の
人
権
を
守

ろ
う

i
い
じ
め
を
し
な
い

・
さ
せ
な

い
・
見
逃
さ
な
い
」
を
啓
発
活
動
の

重
点
目
標
に
掲
げ
て
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
同
連
合
会
で
は
、

6
月

1
日
を

「人
権
擁
護
委
員
の
日
」
と

定
め
、
こ
の
日
を
中
心
に
い
っ
そ
う

の
啓
発
に
努
め
ま
す
。

上
回
市
に
は
、
市
長
が
推
廊
し
、

6/8 第16回数議グループ
9:30 無料 @5 2 7 4 P村 木曜会発表会

11 
ふれあい歌織祭 10:00 有料 @0745 

{自}

18 倉j流十周年
10:00 無料 @1 438 (8) 滝沢社中発表会

7/4 友の会講演会 (良い
10:00 無料 I@O286 

は} 食習慣は一生の宝)

-上田原1640・E⑮1111

第8団長野県危険物
安全大会

創造館

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁

護
委
員
が
ロ
人
い
ま
す

(
左
表
)
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

i一面 白市人権擁護委員(制扇子一|
氏名 住所 自治会 電話番号
成沢キクノ 緑が丘2-6-7 緑が丘北 (24)2520 
篠井重治 中央2-8-9 海野町 (22)0401 
茅野 盤、 古里1421 治 p， (24)2483 
林 幹縫 大手1-9-20 大手町 (22) 15∞ 
野冗成ー 諏訪形977 中 村 (22)9514 
六川弘道 国分1202 よ 沢 (22)4479 
小尚 一IlIJ芳田2446 中さ悶 (36)3660 
坂下よし子 稲田97-3 初 悶 (24)9294 
Rj京 袋助 古~曽3811 柳 沢 (38)2249 
宮沢 新 "'1山1201 図的山 (38)4664 
保屋野哲男 保野152 保 野 (38)2833 
西沢一郎 上*賀1601 上主賀 (31)3757 

福
祉
医
療
費
給
付
金

新
し
い
受
給
者
誌
に

••• 
7
月
1
目
的
か
ら
、
福
祉
医
療
費

(
母
子
家
庭

・
父
子
家
庭
な
ど
)
受

給
資
格
者
証
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

現
在
受
給
し
て
い
る
人
に
は
更
新

申
請
苫
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
ず

期
日
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
た
に
資
格
が
生
じ
た
人
は
、

受
給
者
証
交
付
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
受
給
資
格

母
子
家
庭
と
前
年

分
(
平
成
6
年
)
の
所
得
税
が
非
課

税
の
父
子
家
庭

マ
提
出
期
限

6

月
初
日

ω
マ
提
出
場
所

初
祉
課

ハ南
庁
舎
l
階

・
内
線
1
6
0
8〉

国
際
交
流
に
と
う
ぞ

「

6
か
国
語
会
話
集
」

[1OJ 7 

••• 
外
国
の
か
た
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
容
易
に
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、

6
か
国
受
語
集

『ゅ
う
・

あ
い
・
信
州
』
が
で
き
ま
し
た
。

マ
特
徴
日
常
や
業
務
上
必
要
と
な

る
会
話
例
が
、
日
本
語
、
英
語
、
フ

ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ
語
、
ス
ペ
イ
ン

語
、
中
国
語
の

6
か
国
語
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。

マ

種
類

一
般
編
、

商
庖

・
飲
食
盾
編
、
交
通
編
、
宿
泊

編

マ

価

格

一
般
編
2
0
0
円、

そ
の
他
は

4
0
0
円

マ
問
い
合
わ

せ

地
方
事
務
所
総
務
謀

(
岱
⑫
1

2
6
0
)、
制
長
野
県
国
際
交
流
推

進
協
会

(
包
0
2
6
2@
7
1
8
6
)

6. 広報うえだ7.

軽
自
動
車
税
納
税
証
明

請
求
書
の
一
部
が
変
更

••• 
軽
自
動
車
税
の
納
税
証
明
占
を
継

続
検
査
(
車
検
)
別
に
本
人
以
外
の

人
が
請
求
さ
れ
る
場
合
、
納
税
義
務

者
(
登
録
名
義
人
)
の
押
印
は
不
要

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
請
求
者
(
来
庁
者
)
欄
に

つ
い
て
は
、
今
ま
で
ど
お
り
押
印
な

ど
が
必
要
で
す
。

マ
問
い
合

わ

せ

収

税
課

(内
線
1

3
0
4
・1
3
0
5〉



a・h
司-

マ
受

給

資

格

3

歳
未
満
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
人
。
た
だ
し
、
前

年
(
1
月
か
ら
5
月
ま
で
の
手
当
は

前
々
年
)
の
所
得
が

一
定
額
以
上
の

場
合
に
は
、
所
得
制
限
に
よ
り
受
給

で
き
ま
せ
ん
。
マ
請
求
方
法
①

印
鑑
②
年
金
手
帳
③
金
融
機
関
の
口

座
通
帳
(
請
求
者
名
撃
を
持
参
し
、

福
祉
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
支
払
期

2
月

・

6
月

-m月

に
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支
払
期
の
前

月
分
ま
で
の
手
当
を
ま
と
め
て
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

マ
問
い
合
わ

せ

福
祉
課

(
内
線
1
6
0

9
)

第
2
・
4
火
曜
日
午
前
日
時
加
分
j

午
後
4
時
(
祝
日
を
除
く
)
マ
そ

の

他

開

放

保
育
・
講
演
会
・
講
習

会
な
ど
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
マ

問
い
合
わ
せ

南
部
保
育
闘
(
宮
@

3
0
9
6
)
 

児
童
手
当
の
現
況
届

6

/
叩
ま
で
に
提
出
を

5月l日付け「広報」の11ページ「手数料の一部改定」で、1i辺300円とあるもののうち、
納税証明のように1枚の用紙に複数の事項を証明した場合は、 1:極l件が300円となり
ます。訂正し、おわびします。

マ採用試験 6月188(日)予定

7月φ旬 マ問い合わせ 自衛隊

上回募集事務所 (n⑫52 6 7) ・市

民課(内線 13 5 2) 

マ入

自衛官募集中

一般2等陸士 (男子)

••• 
児
童
手
当
(
特
例
給
付
)
の
受
給

者
は
、
「
現
況
届
」
を
6
月
初
日
幽

ま
で
に
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
提
出
が
な
い

場
合
は
、
6
月
分
以
降
の
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
0

・
児
童
手
当
の
請
求
を

健
や
か
に
成
長
を
/

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

••• 
子
育
て
で
悩
ん
で
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
?

も
っ

と
い
ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
っ

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
?

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す

る
こ
と
を
願
い
、
あ
な
た
の
子
育
て

の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
と
、
南
部

保
育
閣
で
は
次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

マ
電
話
相
談

南
部
保
育
園
相
談

室

(
包
@
3
0
9
6
)
月
j
金
曜
日

午
前
日
時
加
分
j
午
後
4
時
(
祝
日

を
除
く
)

マ

面
接
相
談

南
部
保

育
園
相
談
室
(
天
神
4
ー
日
1
6
)

「
水
道
週
間
」
実
施
中

ご
相
談
は
お
気
軽
に

隊

••• 
6
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
、
「
見

直
そ
う
!
水
の
尊
さ
大
切
さ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
第
幻
回
水
道
週
間
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
中
、
県
水
道
管
理
事
務

所
、
県
営
水
道
指
定
工
事
庖
と
千
曲

川
県
営
水
道
工
事
業
協
同
組
合
の
窓

口
で
蛇
口
の
パ
ッ
キ
ン
を
無
料
で
差

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
水
道
に
関
す

る
相
談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

回

一

西

灘

汲

雄

中

之

粂

mm
一
荻
原
涼

一

上
川
原
柳
川

日

一

内

山

正

頼

御

所

河
一
米
持
や
す
子
下
之
郷

η
一利
山
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ご
め
い
福
を

お
祈
り
し
ま
す

|訂正とおわ司

ー/
・6
月
1
日
の
配
布
物
と
い

っ
し
ょ

偽

記
J

に
、
市
努
要
覧
グ
ラ
フ
版
と
も
い
う

副
後
」
べ
き

『
C
C
l
e
y
e
s
』
を
お
属

〆
1
¥
け
し
ま
し
た
。
ま
ず
表
紙
を
見
て
、

こ
れ
は
な
ん
だ
?
と
お
も
わ
れ
た
か
た
も
多
い

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
の
市
勢
要
覧
は
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
対
外
的
に
市
の
宣
伝
を
す
る

よ
う
な
内
容
で
し
た
が
、
今
回
は
、
よ
り
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
も
ら
え
る
も
の
を
・
.
‘

と
い
う
こ
と
で
雑
お
ふ
う
に
作
り
ま
し
た
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
上
回
出
身
者
の
活
躍
や

上
回
の
歴
史
な
ど
を
見
つ
め
直
し
、
新
し
い
上

回
を
考
え
る
材
料
に
な
れ
ば
幸
セ
で
す
。
と
こ

ろ
で
『
C
C
l
e
y
e
s
』
の
意
味
は
?
:
目

次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(た
な
か
)

-
6月
1
白
か
ら
7
日
ま
で
は

『水
道
週
間
』

。

市
で
は
、

6
月
4
日
制
午
後
3
時
初
分
か
ら
4

時
ま
で
「
市
政
テ
レ
ビ
番
組

・
ふ
れ
あ
い
よ
回
」

を
、
信
越
放
送
〈
S
B
C
)
で
放
映
し
ま
す
。

今
回
の
テ
ー

マ
は
、
上
回
の
『
水
』
に
つ
い
て
。

全
国
で
も
有
数
の
少
一
岡
地
帯
で
あ
る
上
回
で
、

水
獲
得
に
対
す
る
努
力
や
、
昨
年
起
こ
っ
た
歴

史
的
な
渇
水
へ
の
対
応
、
そ
し
て
「
お
い
し
い

水
」
と
は
?
。
源
流
か
ら
浄
水
穆
を
ま
た
に
か

け
て
お
送
り
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
が
ふ
だ
ん
、
な
に
げ
な
く
飲
ん
で
い

る
水
、
味
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
県
外
か
ら

引
っ
越
し
て
こ
ら
れ
た
か
た
や
、
旅
行
者
か
ら

は
「
上
回
の
水
は
お
い
し
い
」
と
い
う
声
も
、

ち
ら
ほ
ら
聞
き
ま
す
が
:
。

(に
し
ざ
わ
)
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『
ふ
れ
あ
い
上
回
』

「お
い
し
い
水
の
秘
密
」

(仮題)
6
月
4
日
側
午
後
3
時
初
分
1
4時

信
越
放
送

(
S
B
C
)
で
放
映
し
ま
す



千曲川市民緑地公園に

マレットゴルフ場オープン!

小牧橋下の上堀グラウンドつり池周辺で整備してき

た、マレットゴルフ場が6月3日(却にオープンします。
健康づくりにご利用くださL、。

マコース 全長1281m・18ホール・パー72 マ使用

料 無料 マその他 用具のないかたは市民体育館で

お貸しします。(毎週木曜日と祝日の翌日は休館日の

ため事前に申し込みをしてくださLウ マ申し込み方

法 20人以上の団体は市民体育館で受け付けをしてく
ださし、。個人での利用はマレッ トゴルフ場に備え付け

である使用簿に記入してくださし、。 マ問い合わせ

体育課 (内線5152)

上回市

E=-m盟蓋霊童霊蓮華E圏
6月29日附・7月4日ω

9 : 10 I集会 (市役所前)

9 : 20 出発

9 : 40 
上信・越自動車道 ・神川橋〈仮称)

10: 00 

10: 30 北陸新幹線 ・
10: 50 第 2千曲川橋りょう(仮称)

11 : 10 
リサーチパーク

11 : 40 
一一12: 00 上回創造館 (6月29日)
13: 20 市役所 (7月4日)

13: 35 
クリ ーンセンター

14: 35 

14: 45 
上田城櫓門 ・南北檎15: 15 

15: 25 解散(市役所前)

6月は
「動物の正しい飼い方普及月間j

動物への関心と理解を探め、家族と同様の愛情をもっ

て正しく飼うことにより、人と動物とがいっしょに快

適な生活ができる社会を目指し、同時に動物を愛護す

る気持ちを多くの人に広げるために行われます。

・犬を飼っているかた、次のことに注意しましょう。

マ生まれて91日以上の飼い犬は、生涯1回の登録と毎

年 l回の狂犬病予防注射を必ず受けましょう。

マ犬の放し飼いは危険なので絶対にやめま しょう。

マ犬は毎日散歩を。その|様、フンの後始末を忘れずに0

・猫を飼っているかた、次のことに注意しましょう。

マ最近、特に苦情が多く寄せられています。野良猫を

増やさないために子猫を捨てるのはやめましょう。

マ近所迷惑になるので、野

良猫にむやみにえさを与

えないようにしましょう。

・この月間中は、犬・猫の

不妊去勢手術に助成金が出

ます。この期間中にぜひど

うぞ。

マ問い合わせ上田保健所

(岱⑫1260・生活環境諜

(内線1390)
』司申4

へ申し込んでくださL、。受け付

け時間は午前8時30分から午

後5時15分までです。マ定員

施設を見る会へと、うぞ

両日とも35人 (定員になり

しだい締め切ります) マ懇

桜会 昼食後、懇談会を予定

しています。 マその他 市

役所の駐車場が狭いため、 で

きるだけ自家用車での来庁はご

遠慮ください。なお、秋にも見

学会を行う予定です。

広揮う:il.1Z7.6. 1 (12) 
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